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研究成果の概要（和文）： 

説話文学史上の最重要文献の一つである『太平広記』と、中国歴史故事集の金字塔である『容

斎随筆』の編纂コンセプトを、明確にした研究である。七千余話に及ぶ『太平広記』説話を十

八のカテゴリーに整理し、その全体像の把握を可能にするとともに、日本の説話集との編纂思

想の違いとして儒教的要素があることを明らかにした。『容斎随筆』については、作者洪邁の生

涯・思想・時代背景を調査し、作品全体を貫く潜在的主題として靖康の変の再検証があること

を発見し、日本の歴史故事集とは異なる強い政治性があることを指摘した。 

研究成果の概要（英文）： 

This research clarified the compilation concept of  "Taiping Guangji" and "Rongzhai 

Suibi".About  "Taiping Guangji", 7000 tales were classified into the category of 18 and the 

global image was clarified. About "Rongzhai Suibi",the theme which pierces through the 

work - re-verification of Jingkang Incident - was discovered by investigation of the author's 

profile. From those results,the difference in the feature of Japan and China narrative 

literary became clear. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)日中説話文学通史構想 

申請者は本研究の開始に至るまで比較文
学的視点から『今昔物語集』を中心に『三国
伝記』『唐物語』などの日本の説話集を分析
し、また、日本の説話文学の成立に最も大き
な影響を与えた中国の志怪小説集『冥報記』

についての論考を発表し続けてきた。その中
で、日本の説話文学を、その源流たる中国の
志怪小説から記述し始める日中説話文学通
史とも呼ぶべき、国境を越えた文学史の必要
性を 

強く感じるに至り、その執筆を研究上の大目
標と措定した。 
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(2)これまでの研究 

その一環として、博士論文においては六朝
時代の中国仏教説話史の記述を試み、また平
成 19 年度から 21 年度にかけては「日中説
話文学史構築のための『法苑珠林』『夷堅志』
の比較説話学的研究」という題目の科研費に
よる研究を行った。この科研費研究課題では、 

その内包する仏教説話を中心に、『法苑珠林』
と『夷堅志』を比較文学的見地から分析した。
仏教という日本と中国の説話の直接的な接
点に焦点を絞った研究を行ったのである。 

(3)仏教説話から総合説話へ 

『太平広記』『容斎随筆』を対象とした本
研究は、『法苑珠林』と『夷堅志』を対象と
した研究で培った方法を発展させたもので
あると同時に、より総合的な領域の説話を研
究対象とする点に特色があり、仏教説話に限
定した前回の研究と対をなすものである。そ
れは、最大の仏教類書説話集である『法苑珠
林』と最大の総合類書説話集である『太平広
記』、宋代を代表する知識人である洪邁の二
大著作である『夷堅志』（宗教的内容を多く
含む）と『容斎随筆』（歴史故事を多く含む）
という、前回と今回の研究対象となる作品の
対照性にも明確に顕れている。従来より佛教
説話偏重の傾向のある、日本の説話文学研究
の可能性を大きく広げることが、今回の研究
の大きな目的である。 

(4)『太平広記』『容斎随筆』研究の重要性 

『太平広記』は全 500 巻、7000 余編の説
話を内包し、宋初までの中国説話の集大成と
して、中国のみならず日本や朝鮮の文学にも
大きな影響を与えてきた。しかし、その知名
度とはうらはらに、独立した文学作品として
『太平広記』を評価し、その全体像を論じる
試みは、近年刊行された『《太平広記》的伝
播与影響』(牛景麗 南開大学出版 2008.9)な
どごくわずかに過ぎない。 

『容斎随筆』もまた、前代から宋までの歴
史故事や政治･社会・経済などに関する考証，
歴史人物に対する論評などで構成された宋
代の代表的な随筆の一つとして名高く、しば
しばその章段が引用される作品であるにも
関わらず、この作品自体を対象とした研究は
非常に尐ない。 

両作品の全容解明の説話文学研究におけ
る重要性と、それが日本でも中国でもいまだ
十分果たされていないという事実は、本研究
を企画した大きな要因である。 

 

 

２．研究の目的 

中国説話文学の集大成『太平広記』及び宋
代随筆の代表作『容斎随筆』は、どちらも著
名かつ重要な作品でありながら、大部で内容
も多岐にわたるため、その全体像はいまだ十
分解明されてはいない。本研究は、『太平広

記』『容斎随筆』所収説話・故事の、悉皆調
査及び比較文学的見地による分析を通して、
両著の日中説話文学史における存在意義を
明らかにすることを目的とした。 

具体的には、目的は以下の２点に集約でき
る。 

(1)『太平広記』所収説話の選択と排列の分析、
『容斎随筆』所収故事の内容及び批評方法に
対する分析による、両作品の全容解明。 

(2)『太平広記』『容斎随筆』と『今昔物語集』
『十訓抄』などの日本の説話集との比較研究
による、説話集編纂方法及び説話話型・モチ
ーフにおける共通点と差異の解明。 

 

 

３．研究の方法 

本研究は膨大な量の説話を効率的に分
析・分類するために、コンピューターを利用
して『太平広記』『容斎随筆』所収説話・故
事データベースを作成し、データベースの活
用による説話・故事の整理と、説話編纂の背
景にある唐宋社会・文化状況の分析を通して、
『太平広記』『容斎随筆』の全体構造を解明
した。その上で、日本の代表的な説話文学作
品との説話編纂方法及び説話モチーフの比
較研究を行った。 
また、『太平広記』『容斎随筆』の善本調査、

近世を中心とする日本での受容状況調査、研
究情報の収集を、国内及び海外において行っ
た。 
研究成果は逐次、学術誌等に論文として発

表していった。 
 
 
４．研究成果 
(1)第一部 『太平広記』の全体構造 
 『太平広記』は、漢から宋に至るまでに成
立した説話から 7000 余話を類聚した、中国
古代説話の集大成とも謂うべき 500 巻の説
話集である。宋の大宗の勅命により五代後周
の旧臣である李昉らによって太平興国二年
（九七七）に編纂が開始され、翌太平興国三
年に成立した。 
『太平広記』は巻毎に所収説話の分類項目

が見出しに立てられており、全体では以下の
92 項が立項されている。 
 
神仙、女仙、道術、方士、異人、異僧、釈証、
報応、徴応、定数、感応、讖応、名賢、廉倹、
気義、知人、精察、俊弁、幼敏、器量、貢挙、
銓選、職官、権幸、将帥、驍勇、豪侠、博物、
文章、才名、儒行、楽、書、画、算術、卜筮、
医、相、伎巧、博戯、器玩、酒、食、交友、
奢侈、詭詐、諂佞、謬誤、治生、褊急、詼諧、
嘲誚、嗤鄙、無頼、軽薄、酷暴、婦人、情感、
童僕、夢、巫、幻術、妖妄、神、鬼、夜叉、
神魂、妖怪、精怪、霊異、再生、悟前生、冢



墓、銘記、雷、 雨、山、石、水、宝、草木、
龍、虎、畜獣、狐、蛇、禽鳥、水族、昆虫、
蛮夷、雑伝記、雑録 
 
項目の物理的多さは、『太平広記』の全体

構成を把握し難いものとしてきた。 
しかし、内容の精査に基づくカテゴライズ

により、92 の項目は 18 のカテゴリーに分類
することが出来る。（括弧内の数字は巻を示
す） 
 
①道教譚 
神仙(１～５５)、女仙(５６～７０)、道術(７
１～７５)、方士(７６～８０)、異人(８１～
８６) 
②仏教譚 
異僧(８７～９８)、釈証(９９～１０１)、報
応(１０２～１３４) 
③運命譚 
徴応(１３５～１４５)、定数(１４６～１６
０）、感応(１６１～１６２)、讖応(１６３) 
④賢才譚 
名賢(１６４)、廉倹(１６５)、気義(１６６
～１６８)、知人(１６９～１７０)、精察(１
７１～１７２)、俊弁(１７３～１７４)、幼
敏(１７５)、器量(１７６～１７７) 
⑤官職譚 
貢挙(１７８～１８４)、銓選(１８５～１８
６)、職官(１８７)、権幸(１８８)将帥(１８
９～１９０) 
⑥文武譚 
驍勇(１９１～１９２)、豪侠(１９３～１９
６)博物(１９７)、文章(１９８～２００)、
才名(２０１)、儒行(２０２) 
⑦諸芸譚 
楽(２０３～２０５)、書(２０６～２０９)、
画(２１０～２１４)算術(２１５)、卜筮(２
１６～２１７)、医(２１８～２２０)、相(２
２１～２２４) 
伎巧(２２５～２２７) 
⑧遊興譚 
博戯(２２８)、器玩(２２９～２３２)、酒(２
３３)、食(２３４) 
⑨処世譚 
交友(２３５)、奢侈(２３６～２３７)、詭詐
(２３８)、諂佞(２３９～２４１)、謬誤(２
４２)、治生(２４３)、褊急(２４４) 
⑩笑資譚 
詼諧(２４５～２５２)、嘲誚(２５３～２５
７)、嗤鄙(２５８～２６２) 
⑪不徳譚 
無頼(２６３～２６４)、軽薄(２６５～２６
６)、酷暴(２６７～２６９) 
⑫婦女・童子譚 
婦人(２７０～２７３)、情感(２７４)、童僕
(２７５) 
⑬巫覡譚 

夢(２７６～２８２)、巫(２８３)、幻術(２
８４～２８７)、妖妄(２８８～２９０) 
⑭鬼神譚 
神(２９１～３１５)、鬼(３１６～３５５)、
夜叉(３５６～３５７)、神魂(３５８)、妖怪
(３５９～３６７)、精怪(３６８～３７３)、
霊異(３７４) 
⑮生死譚 
再生(３７５～３８６)、悟前生(３８７～３
８８)冢墓(３８９～３９０)、銘記(３９１～
３９２) 
⑯自然譚 
雷(３９３～３９５)、 雨(３９６)山(３９
７)、石(３９８)、水(３９９)宝(４００～４
０５)、草木(４０６～４１７) 
⑰動物譚 
龍(４１８～４２５)、虎(４２６～４３１)、
畜獣(４４６)、狐(４４７)、蛇(４５６～４
５９)、禽鳥(４６０～４６３)、水族（４６
３～４７２)昆虫(４７３～４７９)蛮夷(４
８０～４８３) 
⑱雑譚 
雑伝記(４８４～４９２)、雑録(４９３～５
００) 
 
(2)連鎖する主題 
 92の分類項目整理した 18のカテゴリーは、
各カテゴリー間で主題が前後相関連しつつ、
連鎖していることが看取される。 
 その各カテゴリー間の主題の連鎖は、次の
ように説明することが出来る。矢印の横に記
したのが、前の話群から次の話群への移行を
促す連結概念である。 
 
①道教譚 
 ↓道仏二教 
②仏教譚 
 ↓冥界の理 
③運命譚  
 ↓天賦の資質 
④賢才譚 
 ↓賢良の任官 
⑤官職譚 
 ↓文官と武官 
⑥文武譚 
 ↓諸々の技能 
⑦諸芸譚 
 ↓遊芸 
⑧遊興譚 
 ↓社交 
⑨処世譚 
 ↓人間の滑稽さ 
⑩笑資譚 
 ↓軽侮の対象 
⑪不徳譚 
 ↓小人 
⑫婦女・童子譚 



 ↓周縁的存在 
⑬巫覡譚 
 ↓民間信仰 
⑭鬼神譚 
 ↓死者と生者 
⑮生死譚 
 ↓人間を内包する外界 
⑯自然譚 
 ↓自然万物 
⑰動物譚 
 ↓未分類説話 
⑱雑譚 
 
各カテゴリーを志怪・志人説話のスタイル

から論じると、①道教譚から③運命譚は志怪
小説であるが、④賢才譚から⑫婦女・童子譚
までは、その内容や出典から志人小説に分類
されるものであり、⑬巫覡譚から⑰動物譚は
再び志怪小説となる。⑱雑譚は巻 484から巻
492 の「雑伝記」は志怪・志人小説とは異な
る伝奇体の小説群であり、巻 493 から巻 500
の「雑録」は志人小説によって構成されてい
る。 
 つまり、18のカテゴリーは、①道教譚から
③運命譚、④賢才譚から⑫婦女・童子譚、⑬
巫覡譚から⑰動物譚、⑱雑譚と、説話のスタ
イルや内容から、大きく四つのジャンルに分
類することが出来る。 
 
Ⅰ宗教類  
道仏儒三教に関わる説話（志怪小説群） 

①道教譚②仏教譚③運命譚 
Ⅱ世俗類  
世間の人々の言行に関わる説話（志人小説群） 
④賢才譚⑤官職譚⑥文武譚⑦諸芸譚⑧遊興
譚⑨処世譚⑩笑資譚⑪不徳譚⑫婦女・童子譚 
Ⅲ霊怪類  
怪異現象に関わる説話（志怪小説群） 
⑬巫覡譚⑭鬼神譚⑮生死譚⑯自然譚⑰動物
譚 
Ⅳ雑類   
未分類説話（伝奇・志人小説群） 
⑱雑譚 
 
すなわち、全体としての『太平広記』は、

小説のスタイルで言えば「Ⅰ宗教類」「Ⅲ霊
怪類」という志怪小説群に、「Ⅱ世俗類」の
志人小説群が挟まれ、伝奇・志人小説で構成
される「Ⅳ雑類」が末尾に付随するという構
造になっているのである。 
内容で論じれば、人間世界を描く「Ⅱ世俗

類」を中心に、人間より上位の道教・仏教の
神仏をテーマとする「Ⅰ宗教類」、人間より
下位の鬼や動物に関する「Ⅲ霊怪類」を前後
に配置していることになる。 
 
(3）『今昔物語集』『古今著聞集』との比較 

 『今昔物語集』が仏法と世俗の二つの世界
によって構成されていることはよく知られ
ているが、現実的な世俗説話と幽玄なる宗教
説話を対比させる発想は、すでに『太平広記』
に見られるものなのである。『今昔物語集』
が、「Ⅱ世俗類」「Ⅲ霊怪類」に相当する部分
を明確に区別していない。『太平広記』と『今
昔物語集』の、この構造上の差異は、『太平
広記』は道仏二教に加えて、世俗の世界を統
括するコンセプトとしての儒教があったの
に対し、『今昔物語集』は世俗部を、非仏教
的説話群としてしか把握できなかったこと
に由来するであろう。 
 『古今著聞集』は、その構成に『太平広記』
の影響があった可能性が指摘されている説
話集であるが、やはり、その構成は『太平広
記』ほど明確な階層性を有していない。これ
も儒教あるいはそれに代わりうる、世俗世界
を秩序化する思想の欠落が要因であると考
えられるのである。 
 
(4)第二部 『容斎随筆』を貫く思想 
  洪邁は字は景廬、号を容斎と称した。𩜙
州鄱陽(江西省上𩜙市鄱陽県）の人である。
宣和七年（１１２３）に士大夫の家に生まれ、
嘉泰二年（１２０２）に八十歳で没した。 
  父の洪皓は、南宋の建国後間もない建炎三
年（１１２９）に金国に二皇帝の返還交渉の
使者として赴き、そのまま金に十五年に渉っ
て抑留され、紹興十三年（１１４３）によう
やく帰国することを得た。金にいる間、様々
な危機や執拗な任官の要求に見舞われつつ
も節を曲げることなく、両国の講和成立に際
して帰還を果たし、「宋の蘇武」と称された。
著書に金での見聞を記した『松漠紀聞』があ
る。 
 洪邁は洪皓の三男であるが、二人の兄も優
秀で世に「三洪」と称された。兄弟たちは官
界で活躍したのみならず、学術方面でも、長
男の洪适は金石学において、次男の洪遵は古
銭研究において、それぞれ大きな足跡を残し
た。そして洪邁は『夷堅志』と『容斎随筆』
という宋代を代表する志怪小説と随筆を執
筆した。 
 宋の長年の宿敵であった遼を滅ぼした金
が、宋の弱体化を見抜き、靖康元年（１１２
６）と二年（１１２７）の二度にわたって、
宋の首都である開封を囲み、陥落させた挙げ
句、上皇の徽宗と皇帝の欢宗を拉致し、宋を
滅亡させた靖康の変は、洪邁が四歳から五歳
にかけての時期の出来事であった。宋はその
年の内に難を逃れた康王が即位して再興さ
れたが、以後、金が遼に取って代わって宋を
苦しめることになる。 
 この金の圧力は洪邁の個人史にも暗い影
を落としている。、七歳の時に父が金に抑留
され、ようやく帰ってきたのは洪邁が二十一



歳の時であった。その間、十六歳の時には母
が亡くなっている。また、紹興三十二年（１
１６２）、 四十歳の時に洪邁は使者として金
に赴いたが、その際に対等国の使者ではなく、
陪臣の礼を執らされ、帰国後、君命を辱めた
として弾劾された。 
 洪邁の靖康の変に対する無念の思いと当
時の朝廷に対する批判は、『容斎随筆』にも
繰り返し現れる。一例を挙げると、「容齋續
筆」卷第一の「存亡大計」は、正しい判断に
基づく献策を聞き入れなかった君主の滅び
た例を、三国から五代十国までの各時代から
列挙した一段であるが、その最後に、洪邁は
次のように記している。 
  わが大宋国の靖康の難においても、金軍は
開封を襲った際、孤軍で深く侵入し、後から
来る援軍もなかった。この隙に派兵して敵の
後方である燕を突くという妙計を進言する
者もいたが、天が禍を宋に下すと決めていた
のであろうか、計は採用されず、後悔しても
及ばないこととなった。じつに嘆かわしいこ
とである。 
 (皇家靖康之難、胡騎犯闕、孤軍深入、後無
重援。亦有出奇計乞用師搗燕者。天未悔禍、
噬臍弗及。可勝嘆哉。) 
 この章段では、靖康の変における敗北を、
宋の内部における正論が封殺されるという
組織の問題として論じているが、『容斎随筆』
のなかで洪邁は様々な側面から靖康の変を
検証している。そして、他の時代を扱った歴
史評論の章段においても、その背後にあるの
は、宋金問題に対する意識であった。 
靖康の変を起点とする親子二代にわたる

苦悩と歴史の不条理への問いかけが、『容斎
随筆』の变述の核となっているのである。 
 
(6)忠臣と奸臣の時代 
 『容斎随筆』中の歴史評論の例として「安
史の乱」を取り上げた章段を見てみると、敵
である安禄山や史思明に関する分析は、安禄
山の拠った燕が軍事的に有利な場所ではな
い、という程度で、専ら唐の君臣各人の言行
に焦点が当てられている。特に忠臣の称揚と、
奸臣の弾劾に関する章段は分量も多く、筆致
も力強い。 
 その社会的背景としては、洪邁が生きたの
は、理学が盛んになりつつある風潮の中で忠
臣や奸臣という概念が強く意識されるよう
になった時代であった、という点が挙げられ
る。 
 理学の発展を領導した朱熹が誕生したの
が建炎四年（１１３０）であり、洪邁８歳の
時である。洪邁と朱子は同時代人であった。 
 洪邁と朱子には、もう一つ重要な共通点が
ある。どちらも、その父親が強硬な対金非妥
協派であり、対金講和派にして時の権力者で
あった秦檜と対立したために、不遇な晩年を

送ったことである。 
 洪邁の父親、洪皓は、国難の時期に金での
長い抑留に耐えて宋への忠節を貫き通し、宋
の蘇武とさえ賞賛されたが、秦檜によって饒
州（江西省）や英州（広東省）に左遷され、
ついに返り咲くことは無かった。紹興二十五
年（１１５５）に秦檜は死んだが、皮肉にも
それは洪皓の死の翌日であった。 
 洪皓と秦檜は同年に死去したのみならず、
進士に合格したのも同年であった。しかも、
どちらも金での抑留生活を経験している。し
かし、一方は売国的講和を行ったことがむし
ろ功となって権勢を極め、一方は敵に媚びる
こと無く、国の名誉を守ったにも関わらず、
弾劾され、辺境に左遷されて亡じた。忠臣と
奸臣の典型と、その運命の不条理さは、まさ
に洪邁の眼前にあったのである。 
 救いがあるとすれば、それは後人の評価に
因る名誉回復と断罪に委ねるしかない。 
 「容斎続筆」巻十五「李林甫秦檜」は、と
もに賢臣能吏を嫉妬した狭量の宰相であっ
た李林甫と秦檜を比較するという章段であ
るが、その中で洪邁は、秦檜を李林甫にさえ
务る人物として、その人格を厳しく批判して
いる。 
 父の死から七年後、洪邁が金に使者として
赴き、宋の名誉を守るためのやむを得ない譲
歩として書面に自らを陪臣と表記したこと
が、帰国後に批判を被ることとなった。忠義
の行動が歪曲され、不当な評価を受ける不条
理を、自らも味わうこととなった。 
 『容斎随筆』における、安史の乱関連の人
物評価へのこだわりには、父子二代にわたる
忠臣としての誇りという個人的事由と、理学
思想の流行という社会背景から理解できる
のである。 
 
(7)なぜ洪邁は曹操を評価するのか 
『容斎随筆』には、曹操に言及した章段が

尐なからず見られ、この複雑な人物に洪邁が
強い関心を抱いていたことが看取される。 
後漢末の群雄割拠の状態に終止符を打ち、

三国鼎立という新局面の中心人物となった
曹操は、正史『三国志』では全編の筆頭に立
伝されているが、明代の白話小説『三国志演
義』では敵役として描かれ、民間では悪人の
イメージが定着した。正史『三国志』にみら
れる三国のうち魏を正統とする歴史観は、北
宋の司馬光の編纂した『資治通鑑』にも継承
されたが、南宋の朱熹による『通鑑綱目』で
は蜀を正統とする歴史観が示されており、そ
の史観が『三国志演義』にも採られている。
南宋こそ歴史人物としての曹操像の大きな
ターニングポイントであり、朱子が後世に与
えた影響は大きい。 
 朱子と同時代人であった洪邁は、曹操とい
う人物をどのように理解し、評価していたの



であろうか 
洪邁は、曹操を一方で君子が口にするのも

汚らわしい怪物と呼びながらも、一方ではそ
の非凡な人材活用の手腕が曹操の勝利を必
然のものとしていた、ということを冷静に分
析し、高く評価している。洪邁の曹操への関
心は多層的であり、矛盾しているようでもあ
る。洪邁が、士大夫の倫理に悖る曹操を一方
で高く評価する理由は『容斎随筆』中に列挙
された曹操の事績に明確に示されている。
『容斎随筆』の挙げる事績は、その多くが北
方・西方の軍閥的諸将や尐数民族等に対する
辺境対策に関するものである。これが、洪邁
の曹操に対する関心の方向性を示している。
常に金という強敵を意識していた洪邁は、曹
操の事績を研究することを通して、対金戦略
の示唆を得ようとしていたのである。 
 『三国志』は、曹操のみならず、劉備・関
羽・諸葛亮・孫権・周瑜など、論ずるに足る
人物には事欠かない史書である。しかし、『三
国志』の人物群のうち『容斎随筆』において、
何度も言及され、その行動が詳細に分析され、
評論されているのは、曹操のみである。それ
は、『容斎随筆』が、純粋に過去の歴史事実
を検証・考察することだけを目的とした随筆
ではなく、洪邁の抱えている同時代的問題意
識と相通じる点のある過去の事象を分析し、
同時代的問題を考察する上での参考とする、
という指向性の顕著な作品だからである。そ
して洪邁における、最も重要な同時代的問題
とは、靖康の変以来、金によって宋が味わわ
されている屈辱的状況の解決に他ならない。 
 諸葛亮は、劉備の遺志を継ぎ、漢王室復興
を賭けて、暗愚な劉禅に忠義を尽くしつつ、
何度となく魏討伐の征戦に赴いた。その行動
は、儒教的倫理の観点からは非の打ち所のな
いものであったが、実質的に漢を復興させる
ことは出来ず、結局は蜀の国力を疲弊させる
に過ぎなかった。 
 建前を超えた、実質的な現状の打開を目指
す時、論ずべき人物として浮上するのは、や
はり曹操であったのである。 
 奸臣と忠臣という建前論にとどまらず、現
実的な側面からの評価を入れる柔軟性が、
『容斎随筆』の史話の記述を深みのあるもの
にしているのである。 
 
(8)『十訓抄』『古事談』との比較 
 日本における歴史故事を集成した説話集
としては『十訓抄』『古事談』等がある。し
かし、これらの説話集における歴史故事の引
用は、一般的な道徳や教訓の先例として行わ
れることが多く、『容斎随筆』にみられるよ
うな、史実を同時代問題意識から批評する高
度な政治性には乏しいと言わざるを得ない。 
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